
                
 

 

う
ら
ら
か
な
日
差
し
の
も
と
に

水

仙

の
花

が
可

憐

に
芽

吹

き
、

桜
も
一
気
に
開
花
す
る
春
の
訪

れ
と
と
も
に
令
和
三
年
度
の
新

し
い
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

世
界
中
に
蔓
延
さ
せ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
ど
こ
吹
く
風
の

如
く
季
節
の
移
ろ
い
は
確
実
に
や

っ
て
ま
い
り
、
自
然
の
織
り
成
す

偉

大

さ
に
改

め
て
感

嘆

せ
ざ
る

を
得
な
い
思
い
が
い
た
し
ま
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
夕
鶴

の
里
で
は
、
先
人
か
ら
受
け
継
が

れ
て
き
た
地
域
の
歴
史
や
文
化

を
大

切
に
守
り
な
が
ら
後
世

に

引
き
継
い
で
い
く
と
い
う
役
割
を

担
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
も
民
話
や
昔
話
を
中

心
と
す
る
民
俗
文
化
の
継
承
を 

           

重
要
な
学
習
テ
ー
マ
と
し
、
生
涯

学
習
の
定
着
化
と
地
域
の
伝
承

文

化

に
触

れ
、
地

域

の
特

質

を

体
感
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
推
進

を
基
本
目
標
に
事
業
を
展
開
す

る
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
が
軒
並
み

中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
の
を
始
め
、

全
国
か
ら
の
入
館
予
約
の
殆
ど

が
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
未
曾
有
の
憂
き
目
に
あ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

令
和
三
年
度
に
お
き
ま
し
て
は

「
新
し
い
生
活
様

式
」
を
も
と
に

あ
ら
ゆ
る
手
法
を
駆
使
し
な
が
ら

生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
と
し
て

の
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
、
地
域

の
歴
史
や
伝
統
文
化
の
継
承
に

全
力
で
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と

思

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
指

導

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

な
お
、
こ
の
度
当
館
職
員
佐
藤

恵
の
退
職
に
伴
い
、
新
た
に
島
津

智

子

が
着

任

し
、
館

長

以

下

、

佐
藤
久
美
子
、
長
谷
部
真
吾
の

四
人
の
新
体
制
の
も
と
に
事
業

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

夕
鶴
の
里
館
長 

髙
橋
大
吉 

                           

     

令

和
二
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
し
た
が
、
夕
鶴
の
里
に
来
館
さ

れ
た
お
客
様
に
語
り
を
聴
い
て
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地
区
の
サ
ロ

ン
等
か
ら
の
要
請
に
よ
り
出
前
口

演
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

三
月
に
は
、
沖
郷
小
学
校
放

課
後
子
供
教
室
と
砂
塚
ま
め
の

会
・
砂
塚
春
風
会
に
行
っ
て
口
演

し
て
き
ま
し
た
。 

                          

 

民
話
会
ゆ
う
づ
る 

 
 

 

活
動
紹
介 

沖郷小学校放課後子供教室  

          風景  

 

砂塚まめの会・砂塚春風会  

での出前口演  



蝉袋の他にもひな飾りを沢山いただ

きました。ありがとうございます！  

 

～
令
和
三
年
度 

主
な
事
業
日
程
～ 

 

◆
夕
鶴
の
里
友
の
会
総
会 

四
月
十
八
日
（
日
） 

 

◆
第
二
十
一
回 

「
語
り
部
養
成
講
座
」 

 

六
月
五
日
（
土
）
～ 

七
月
十
七
日
（
土
）
全
４
回
。 

※

受

講

申

込

は

下

段

に

詳

し

く

載
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

◆
「
お
き
た
ま
語
り
部
の
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

交
流
会
」 

 

六
月
二
十
日
（
日
）
」 

 
 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

 
 

 
 

◆
夕
鶴
の
里
友
の
会
研
修
旅
行 

 

七
月
十
日
（
土
） 

 

◆
語
り
部
養
成
講
座
講
演
会 

七
月
十
一
日
（
日
） 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

 

◆
語
り
部
養
成
講
座 

閉
講
式 

七
月
十
七
日
（
土
） 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

 

◆
第
十
八
回
民
話
の
「
語
り
駅
伝
」 

 

九
月
二
十
六
日
（
日
） 

 
 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

 

第
十
九
回
「
民
話
ま
つ
り
」 

十
月
三
日
（
日
） 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 
 

◆

山

形

大

学

フ

ィ

ー

ル

ド

プ

ロ

ジ
ェ
ク
ト 

「
民
話
語
り
部
体
験
講
座
」 

 

十
月
十
六
日
（
土
）
～ 

十
一
月
二
十
七
日
（
土
） 

 

◆
昔
の
あ
そ
び 

七
月
、
九
月
、
十
一
月
、
一
月 

第
四
土
曜
日
開
催 

                                

       

島

根

県

の

お

は

な

し

お

ば

さ

ん
（
元
民
話
会
ゆ
う
づ
る
会
員
）

の
多
勢
久
美
子
さ
ん
よ
り
「
飾
れ

る

も

の

あ

れ

ば

使

っ

て

お

ご

や

い
」
と
ひ
な
飾
り
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
同
封
さ
れ
て
い
た
手
紙
に

は
四
年
前
、
隠
岐
の
島
に
出
前
語

り

に

行

っ

た

際

に

お

客

様

よ

り

い

た

だ

い

た

も

の

と

書

か

れ

て

い
ま
し
た
。 

 

隠

岐

の

島

の

ひ

な

飾

り

は

資

料
館
一
階
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

隠
岐
の
島
の
「
蝉
袋
」
は
随
分
大

き
い
で
す
。
三
階
の
「
夕
鶴
の
ひ

な
飾
り
展
」
の
「
蝉
袋
」
と
見
比

べ
て
み
て
下
さ
い
。 

                   

                                        

ありがとうございました  
民話会ゆうづるの語り部として活動いただきました渡

邊記美子さんが３月いっぱいをもちまして民話会ゆうづ

るを退会されました。渡邊さんは長年に亘って民話を披露

されると共に夕鶴の里友の会会長、自主事業実行委員会委

員長としてもご活躍されました。  

これまでのご活躍に感謝申し上げますと共に今後にお

きましては健康に十分留意され、健やかにお過ごしいただ

きますようご祈念申し上げます。  

 

語り部養成講座受講生募集 
◆日時    ６月５日（土）午後１時３０分～開講式  

      ６月～７月の第 1、第 3、第 5土曜日  午後１時３０分～３時（全４回） 

◆場所    夕鶴の里  

◆対象    民話・語りに興味のある方  

◆内容    大人の部と子どもの部に分かれて民話を語る練習をします。  

      ７月１７日（土）の閉講式には、夕鶴の里の舞台で語ります！  

◆参加料    無料  

◆締め切り  ５月２８日（金）  

◆申込・問合せ  夕鶴の里（☎４７－５８００）  

 


